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１ 

西
徳
寺 

（
宗
派
・
本
尊
）
真
宗
興
正
寺
派
・
木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像 

も
と
は
摂
津
国
で
宝
積
坊

ほ
う
し
ゃ
く
ぼ
う

と
称
し
て
い
ま
し
た
が
、
天
正
年
間
（
一

五
七
三
～
九
二
）
に
兵
火
に
か
か
り
、
寺
の
開
基
な
ど
に
関
す
る
記
録

は
す
べ
て
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
の
で
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

時
の
住
職
乗
賢
は
、
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
に
讃
岐
に
縁
を
求
め
て

き
て
、
池
戸
村
に
寺
を
建
て
、
も
と
の
寺
の
本
尊
や
宝
物
を
祀
り
、
坊

号
を
改
め
て
西
徳
寺
と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、『
全
讃

史
』
や
、『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
等
に
よ
れ
ば
、
天
正
年
間
に
乗
賢
と
い

う
僧
又
は
了
願
と
い
う
僧
に
よ
っ
て
こ
の
地
に
建
立
し
た
と
の
二
つ
の

説
が
み
ら
れ
ま
す
が
、
ど
ち
ら
も
摂
津
国
か
ら
讃
岐
へ
移
り
、
建
立
さ

れ
た
寺
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
の
神
仏
分
離
の
時
、
池
戸
八
幡
神
社
の
旧

神
体
の
阿
弥
陀
如
来
、
神
功
皇
后
、
仲
津
姫
尊
、
僧
形
八
幡
（
八
幡
大
菩
薩
）
の
四
体
が
西
徳
寺
に
送
ら
れ
、

安
置
さ
れ
て
い
ま
す
。 

西
徳
寺
の
虫
干
会
は
、
「
西
徳
寺
の
虫
干
会
と
鬼
の
角
」
と
よ
ば
れ
、
旧
暦
六
月
二
八
日
に
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
現
在
は
七
月
の
第
一
日
曜
日
に
し
て
い
ま
す
。「
鬼
の
角
」
と
は
、
ま
わ
り
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、

長
さ
三
十
八
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
角
と
、
足
の
骨
で
、
長
さ
三
十
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ぐ
ら
い
の
も
の

が
御
開
帳
さ
れ
ま
す
。
ま
た
十
月
第
一
日
曜
日
に
池
戸
八
幡
の
神
体
で
あ
っ
た
二
体
の
女
神
像
も
開
帳
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、
池
戸
七
夕
ま
つ
り
の
時
（
八
月
の
初
め
）
に
は
当
寺
が
七
夕
大
茶
会
の
会
場
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

樹
齢
約
三
〇
〇
年
の
い
ち
ょ
う
の
大
樹
も
あ
り
ま
す
。 



 

２ 

旧
木
田
郡
役
所
建
物 

（
池
戸
公
民
館
） 

 

 

現
在
、
池
戸
公
民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
の

建
物
は
、
旧
木
田
郡
役
所
で
、
洋
風
の
ド
ー
マ
（
屋
根

上
に
設
け
た
窓
及
び
屋
根
）
を
持
つ
珍
し
い
建
物
で
す
。

明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）
四
月
、
郡
制
の
改
正
に

よ
り
三
木
・
山
田
両
郡
が
合
併
し
、
新
た
に
木
田
郡
が

誕
生
し
、
同
月
池
戸
の
西
徳
寺
を
仮
庁
舎
と
し
て
木
田

郡
役
所
開
庁
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
木
田
郡

設
立
二
十
周
年
記
念
事
業
と
し
て
現
在
地
に
郡
役
所
を

新
築
す
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
八
年
（
一
九
三
三
）
に

落
成
し
ま
し
た
。
大
正
十
二
年
の
郡
制
廃
止
後
も
建
物

は
残
さ
れ
、
県
蚕
業
試
験
場
、
県
農
業
試
験
場
三
木
分

場
な
ど
を
経
て
、
昭
和
五
十
六
年
（
一
九
八
一
）
に
三

木
町
有
財
産
と
な
り
ま
し
た
。 

 

現
在
は
、
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、
郷
土
資
料
展
示
室
も
設
置
さ
れ
て
お
り
、

三
木
町
の
あ
け
ぼ
の
、
三
木
町
の
歴
史
、
郷
土
の
人
物
、

昔
の
暮
ら
し
の
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
テ
ー
マ
ご
と
に
工
夫

を
凝
ら
し
た
展
示
に
よ
り
、
三
木
町
の
こ
と
を
よ
り
深

く
学
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 



 

３ 

池
戸
八
幡
神
社 

（
祭
神
）
応
神
天
皇 

池
戸
八
幡
神
社
は
池
戸
の
大
宮
の
八
幡
さ
ん
の

名
で
知
ら
れ
て
お
り
、「
宝
蔵
院
（
長
尾
町
極
楽
寺
）

古
暦
記
」
に
よ
れ
ば
、
陽
成
天
皇
の
元
慶
八
年
（
八

八
四
）
聖
宝
僧
上
（
理
源
大
師
に
よ
っ
て
創
建
さ
れ
、

亀
田
八
幡
宮
と
よ
ば
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
生
延
（
い

け
の
べ
）
大
宮
と
も
書
き
、
一
郷
一
社
の
神
社
で
あ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

創
建
に
つ
い
て
は
、『
讃
岐
国
名
勝
図
会
』
に
は
、

元
慶
六
年
（
八
八
二
）
と
あ
り
、『
全
讃
史
』
に
は
、

「
創
建
い
ま
だ
詳
か
な
ら
ず
」
と
あ
り
ま
す
。
寛
平

年
中
（
八
八
九
～
八
九
八
）
に
菅
原
道
真
が
社
殿
を

修
築
し
、
延
喜
十
四
年
（
九
一
四
）
石
清
水
八
幡
宮

を
勧
請
し
、
別
当
寺
（
神
宮
寺
）
を
応
神
山
妙
福
寺

と
称
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
天
正

十
一
年
（
一
五
八
三
）
五
月
、
長
宗
我
部
元
親
の
兵

火
に
か
か
り
、
社
殿
は
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
時
に
、
社
僧
が
神
体
を
富
坂
の
松
の
下
に
隠
し

ま
し
た
。 

 

慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
河
内
国
壺
井
か
ら
来
た

松
原
万
助
義
成
の
妻
に
神
の
お
告
げ
が
あ
り
、
富
坂



 

の
松
の
下
か
ら
神
体
を
掘
り
出
し
、
社
殿
の
再
建
を
生
駒
一
正
に
願
い
出
ま
し
た
。
一
正
は
家
臣
の
菅
生
兵
部

重
長
に
命
じ
て
社
殿
を
現
在
の
位
置
に
造
営
し
ま
し
た
。
境
内
の
神
木
は
、
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
に
万
助

の
子
・
玄
雪
（
と
き
ゆ
き
）
が
植
樹
し
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

寛
永
十
五
年
（
一
六
三
八
）
大
覚
寺
よ
り
令
旨
を
も
っ
て
、
別
当
寺
（
神
宮
寺
）
の
応
神
山
妙
福
寺
の
号
を

智
光
山
恵
徳
院
神
宮
寺
と
改
め
、
当
社
を
生
延
八
幡
宮
と
称
し
ま
し
た
。
現
在
の
社
務
所
は
寺
の
一
部
で
、
入

口
に
は
門
の
礎
石
が
そ
の
ま
ま
残
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
社
南
側
を
流
れ
る
新
川
に
架
け
ら
れ
た
橋
を
、
松

原
万
助
に
ち
な
ん
で
万
助
橋
と
よ
ん
で
い
ま
し
た
が
、
大
学
前
の
坂
、
す
な
わ
ち
富
坂
の
道
幅
も
広
く
な
り
、

橋
も
新
し
く
朱
塗
り
の
大
橋
に
変
わ
っ
て
い
ま
す
。 

 

境
内
に
は
、
樹
齢
四
〇
〇
年
余
り
の
樟
（
く
す
）
の
大
木
と
、
三
木
町
が
生
ん
だ
農
業
の
先
覚
者
奈
良
専
二

の
胸
像
が
あ
り
ま
す
。 

  

【
奈
良 

専
二
】 

三
木
町
が
生
ん
だ
先
覚
者
・
奈
良
専
二
は
、
稲
の
品
種
改
良
を
し
て
、
「
奈
良
稲
」
の
新
品
種
を
つ
く
り
出

し
、
ま
た
、
農
機
具
を
改
良
し
て
農
家
の
労
働
力
を
軽
減
す
る
な
ど
の
ほ
か
、
「
ロ
ー
ソ
ク
、
ビ
ン
ツ
ケ
の
製

作
」
、「
ハ
ト
麦
栽
培
と
調
整
法
」
、「
食
用
う
な
ぎ
の
飼
育
法
」
、「
こ
ん
に
ゃ
く
栽
培
と
調
理
法
」
な
ど
多
く
の

本
を
出
版
し
ま
し
た
。
ま
た
、
池
の
修
築
を
行
い
、
香
川
県
の
農
業
発
展
に
多
く
の
功
績
を
残
し
た
ほ
か
、
東

京
・
千
葉
・
秋
田
の
各
県
に
残
し
た
業
績
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
、
群
馬
県
の
船
津
伝
次
平
、
奈
良
県
の
中
村

直
三
ら
と
と
も
に
「
明
治
三
大
老
農
」
の
一
人
に
数
え
ら
れ
ま
す
。 

    



 

４ 

池
戸
八
幡
神
社
一
号
墳 

平
成
五
年
に
測
量
調
査
に
よ
り
、
三
木
町
で
始
め

て
確
認
さ
れ
た
前
方
後
円
墳
で
す
。 

固
有
の
通
称
は
な
く
古
墳
群
に
通
番
を
つ
け
て

池
戸
八
幡
神
社
一
号
墳
と
さ
れ
神
社
参
道
西
側
の

山
林
中
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
北
東
方
面
に
前
方
部

を
向
け
、
円
部
が
丘
陵
部
最
高
所
に
あ
り
ま
す
。 

平
成
二
十
四
年
の
二
度
に
わ
た
る
調
査
に
よ
り
、

池
戸
八
幡
神
社
一
号
墳
は
全
長
約
三
十
七
メ
ー
ト

ル
、
後
円
部
径
約
二
十
二
メ
ー
ト
ル
、
同
高
さ
二
メ

ー
ト
ル
前
後
、
前
方
部
長
役
十
五
メ
ー
ト
ル
、
同
先

端
部
幅
約
十
一
・
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
が
判
明

し
ま
し
た
。
池
戸
八
幡
神
社
一
号
墳
が
構
築
さ
れ
た

時
期
は
、
前
方
部
の
形
状
（
バ
チ
形
）
や
検
出
さ
れ

た
外
周
敷
石
遺
構
等
か
ら
、
古
墳
時
代
の
前
期
後
半

の
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
二
～
四
号
墳
の
規
模
や
築
造
時
期
は
明
ら

か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
三
号
墳
や
四
号
墳
の 

出
土
物
か
ら
、
一
号
墳
に
近
い
時
期
の
築
造
が
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。 

 



 

５ 

男お

井
間

い

ま

池い

け 
（
池
の
規
模 

提
長 

二
百
九
十
ｍ 

提
高
九
・
七

ｍ 
満
水
面
積
三
十
二
ヘ
ク
タ
ー
ル 

貯
水
量

九
十
五
・
六
万
立
方
メ
ー
ト
ル 

灌
漑
面
積 

百
八
十
八
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル
） 

男
井
間
池
は
昔
「
雄
沼
」
と
呼
ば
れ
た
と
い
い

ま
す
。「
男
井
間
池
之
碑
」
に
は
千
二
百
年
も
前
の

築
造
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
た
め
池
の
中
ほ
ど
に

残
っ
て
い
る
中
堤
と
呼
ば
れ
る
旧
堤
防
の
後
か
ら

推
測
す
る
と
、
造
ら
れ
た
当
時
は
今
の
半
分
足
ら

ず
の
規
模
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
背
後
に
谷
川
な

ど
を
持
た
な
い
た
め
、
水
た
ま
り
の
悪
い
池
で
し

た
。 江

戸
時
代
の
池
台
帳
に
よ
れ
ば
、
井
戸
村
和
爾

賀
波
神
社
近
く
の
鴨
部
川
に
横
井
を
設
け
、
そ
こ

か
ら
下
高
岡
村
・
平
木
村
・
井
上
村
な
ど
を
通
り
、

お
よ
そ
長
さ
六
千
三
百
間
（
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
、

井
上
村
の
観
音
関
か
ら
三
百
間
（
五
百
四
十
メ
ー

ト
ル
）
を
隔
て
て
掛
井
手
を
造
り
導
水
し
て
い
ま

し
た
が
、
距
離
が
長
く
勾
配
が
ゆ
る
い
た
め
、
漏

水
に
悩
ま
さ
れ
、
池
を
満
水
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
井
上
村
の
溝
口
恒
八
は
、



 

水
源
を
近
く
の
平
木
川
（
新
川
）
に
求
め
、
七
箇
村
の
庄
屋
に
相
談
し
、
高
松
藩
に
願
い
出
て
天
明
五
年
（
一

七
八
五
）
一
月
に
許
可
を
得
ま
し
た
。
そ
の
年
の
三
月
に
開
始
し
た
工
事
は
順
調
に
は
か
ど
り
、
十
一
月
に
新

し
い
掛
井
手
を
完
成
さ
せ
、
恒
八
は
功
に
よ
り
年
々
米
四
石
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
は
大
き
い
改
修
工

事
も
な
く
過
ぎ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
至
っ
て
新
川
の
水
を
直
接
ポ
ン
プ
で
揚
水

す
る
こ
と
で
池
の
水
確
保
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 
６ 
池
戸
城
跡 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

池
戸
城
跡
の
築
城
年
代
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
富
家
の
支
城
で
し
た
。
の
ち
、
詫
間
城
主
で
あ
っ

た
山
地
九
郎
左
衛
門
が
池
戸
城
に
移
り
ま
し
た
。
山
地
氏
は
、
香
川
氏
の
配
下
で
、
海
を
支
配
す
る
水
軍
の
長

で
し
た
。
天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
に
香
川
氏
が
長
宗
我
部
軍
に
降
伏
し
た
の
ち
、
香
川
氏
は
長
宗
我
部
軍
の

一
将
と
し
て
引
田
浦
に
い
た
羽
柴
秀
吉
の
武
将
・
仙
石
秀
久
を
攻
め
ま
し
た
。
そ
の
際
、
香
川
氏
に
率
い
ら
れ

た
山
地
氏
が
、
敵
方
の
田
村
志
摩
守
を
討
ち
取
っ
た
と
『
南
海
通
記
』
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
地
九
郎
左
衛

門
は
天
正
十
三
年
に
命
を
落
と
し
、
子
孫
は
長
宗
我
部
元
親
に
従
っ
て
土
佐
に
移
り
ま
し
た
。 

 

現
在
、
池
戸
城
跡
は
、
田
や
宅
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

参
考
文
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『
三
木
町
史
』
昭
和
六
十
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三
木
町
史
編
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三
木
町
史 

現
代
史
編
』
平
成
十
六
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木
町
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編
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委
員
会 

 

『
香
川
県
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世
城
館
跡
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細
分
布
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査
報
告
』
平
成
十
五
年 
香
川
県
教
育
委
員
会 

『
讃
岐
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た
め
池
史
』
平
成
十
二
年 

さ
ぬ
き
の
た
め
池
史
編
さ
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委
員
会 

『
池
戸
八
幡
神
社
古
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書
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１１月１９日（日）復路 

◆ことでん長尾線 

 （池戸駅）     （瓦町）    （高松築港駅）     

１２：００ ⇒  １２：２０ ⇒   １２：２５  

             

次回のふるさと探訪は… 

テ － マ 「寺町界隈を歩く」（予定） 

 と  き 平成２９年１２月１７日（日） 

      ９：３０～１２：００頃 

集合場所 ことでん片原町駅（予定） 

講   師 山本 英之（高松市文化財課長補佐） 

参 加 費 無料 

 

☆公共交通機関を御利用ください。 

 

☆広報「たかまつ」１２月１日号に開催案内を掲載しますので、 

御覧ください。 

 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうかが御不明な場合、午前７時３０分～開始時間（９時

３０分）まで」に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。 

（電話が通じない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。） 

 

  

 
 

最明寺 



 

 

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


